




近江地方から運ばれてきた甕

弥生時代終わり頃の甕で、形や使われている

土をみると近江地方（今の滋賀県）から運ばれ

てきた甕と考えられます。外面には煤が付着し

煮炊きに何度も使われていたようです。

下半分だけの壺（弥生時代終わり頃）

出土した壺の大半は下半分しか残っていま

せん。粘土をとるためのバケツがわりにした

のでしょうか。

 手焙形土器
（村竹コノ遺跡出土）

こんな遺物が出土しました！

尖頭器（槍先に付けられた石器）

縄文時代初め頃（約12,000年前）

の石器で、チャート製の有茎尖頭器

です。

ゆうけいせんとうき

手焙形土器

弥生時代終わり頃（約1,700年前）の土器で、本来は上

に覆いがある変わった形の土器（右図参照）です。用途

は不明とされている土器です。

てあぶりがたどき

籠製品

現在２点の籠製品が土坑（穴）から出土しています。籠製品のような植物質の遺物は、非常に

腐りやすいため保存状態の悪いものがほとんどですが、当遺跡出土の籠製品は保存状態がよく、

非常に精巧につくられています。２点とも角底の籠製品で、４通りの編み方が確認できます。
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